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別紙

①Ｔｒ１

②Ｔｒ２

　桝形虎口内部における通路遺構（石積み階段）の有無や法面石積みの基部構造を把握す
るため、トレンチ幅は１ｍ、延長約９ｍの範囲で掘削を行う。調査面積4.5㎡である。掘
削深度は約30cmとするが、岩盤の検出状況によって前後する。

　郭１北側上段の平場において、基本層序を把握すると共に、建物跡などの遺構の有無の
確認をするため、トレンチ幅４ｍ、延長約19ｍの範囲で掘削を行う。調査面積76㎡であ
る。掘削深度は約30cmとするが、岩盤の検出状況によって前後する。

現状変更許可申請書（抜粋）



２　現状変更等に係る地域及びこれに関連する地域の地番及び地ぼうを表示した実測図


